
岩手県立花巻農業高等学校
明治４０年５ 月２５ 日創 立

開校記念日

所在地 〒０２５－０００４

岩手県花巻市葛第１地割６８番地この校章は平成1

ＴＥＬ ０１９８－２６－３１３１5年4月に岩手県立

ＦＡＸ ０１９８－２６－３２３６花巻農業高校と岩

http://www2.iwate-ed.jp/hka-h/手県立北上農業高 Ｈ Ｐ

交通機関 ＪＲ花巻空港駅下車徒歩２５分校が統合するにあ

いわて花巻空港新ターミナルから徒歩３０分た

校長名 軍司 悟り公募した校章の

中から選定し、若

アクセス干の修正を加え、

同年2月に制定し

たも である。の

１ 設置学科等

学科名 設置年度 平成30年度生徒数(5月1日現在)

コース名 １年 ２年 ３年

全 生 物 科 学 科 平成１５年 ４０ ４０ ３７

日 環 境 科 学 科 平成１５年 ３２ ３９ ３１

制 食 農 科 学 科 平成１５年 ３９ ４０ ４１

食物コース 加工コース

２ 本校のめざす生徒像

（１）価値ある生き方について自ら考え、学び、探究できる生徒

（２）社会人として通用するものの見方、考え方、行動ができる生徒



３ 平成３１年度の入学者選抜方法について

（１）推薦入学者選抜（平成３１年１月２５日実施）

学科名 全学科（生物科学科、環境科学科、食農科学科） 定員 各科40人

募集定員 各科定員の10％（各科４人）

次の１～４の条件を満たした上で、５の条件のいずれかに該当する者

推 １ 本校の教育を受けるに足る能力・適性を持つ者
２ 当該学科に志望する動機・理由が明瞭で、基本的な生活習慣が身に付いている者

薦 ３ 入学後も意欲的な高校生活を送ることが期待される者
４ 中学校３年間の欠席日数が原則として10日以内の者

基 ５ スポーツ活動、文化・芸術活動（芸能活動を含む 、生徒会活動等で次のいずれか）
に該当する者

準 なお （１）～（３）は応募資格Ａ （４）～（５）は応募資格Ｂに該当する、 、
（１）スポーツ活動

ア 「いわてスーパーキッズ」に認定され、育成プログラム修了見込みの者
イ 原則として本校が設置する部と同一の部活動において、中学校体育連盟等が主
催する大会に正選手として出場し、県大会出場または地区大会ベスト４以上の成
績を収め、本校の同一の部活動への入部を希望し、継続する意志のある者

ウ 各種ボクシング大会への出場経験があり、岩手県スポーツ特別強化指定校であ
る本校ボクシング部への入部を希望し、継続する意志のある者

（２）文化・芸術活動
原則として本校が設置する部と同一の部活動において、中学校文化連盟等が主催

する大会に出場し、県大会出場または地区大会金賞以上の成績を収め、本校の同一
の部活動への入部を希望し、継続する意志のある者

（３）生徒会活動
中学校で生徒会役員を務め、本校でも生徒会または農業クラブの役員として活動

を希望する者
（４）将来、農業又は農業関連分野の後継者となる強い意志がある者
（５）将来希望する職業が明確で、学科で学習した内容を生かして進学又は就職をしよ

うとする強い意志がある者

【本校にある部活動】 （ ）表示は男女の一方のみの部活動である
＜運動部＞

硬式野球、卓球、バドミントン、ハンドボール（男 、ソフトテニス、）
バレーボール（女 、弓道、陸上競技、柔道、ソフトボール（女 、ボクシング） ）

＜文化部＞
鹿踊り、吹奏楽、茶華道、芸術

検 １ 面接
査 個人面接（15分程度）
内 ２ 作文
容 与えられたテーマについて、600字以上800字以内で自分の考えを述べる（50分）

１ 調査書（180点）
選 「各教科の学習の記録」

１・２年の９教科の評定合計（各45点）＋３年の９教科の評定合計の２倍（90点）
抜 ２ 実績（100点）

調査書及び志願理由書に記載されている実績
方 ３ 面接（150点）

４ 作文（ 70点）
法

＜合計 500点＞
※ 合計点をもとに、総合的に判断して選抜する

一次選考の有無 無



（２）一般入学者選抜（平成３１年３月６日実施）

ＡＢＣ 小論文又は 面接、小論文又はＢ選考におけ Ｃ選考におけ

定 面 接 選考の 作文、適性 作文、適性検査のる学力検査と る学力検査と

方 法 割合 検査実施の 配点調査書・面接 調査書・面接

学 科 名 有無等の比率 等の比率

員 個 集 Ａ Ｂ Ｃ 学 力 調 査 学 力 調 査 適 性 面 適 性小論文 小論文

人 団 検 査 書 等 検 査 書 等 検 査 接 検 査作文 作文

生物科学科 ４０ ○ － 10 － － － － － － ６０ － －- -
環境科学科 ４０ ○ － 10 － － － － － － ６０ － －- -
食農科学科 ４０ ○ － 10 － － － － － － ６０ － －- -

４ 特色ある教育活動
（１）実験・実習主体のわかりやすい専門教育

本校では各学科とも実験・実習主体のわかりやすい授業を展開しています。専門高校である

、 。本校では将来の農業技術者および農業関連技術者を目指し 各種技術の習得を目指しています

また、地域との交流も活発で、年間９回（金曜日 11:30～12:30 ）アンテナショップ「羅須
ら す

プラザ」をＪＲ花巻空港駅前通り商店街にて開設し、生徒が販売実習を行っています。本校の

農産物や加工品は多くの市民の方から好評です。

（２）活発な農業クラブ活動

「学校農業クラブ」という全員加入のクラブ組織があります。全国の農業高校の生徒で組織

され、校内では意見発表や農業鑑定競技、県大会ではプロジェクト発表会、意見発表会、測量

競技、情報処理競技、家畜審査競技が行われ、東北や全国の大会へ続いています。測量競技東

北大会では最優秀賞、家畜審査競技全国大会では優秀賞を受賞しました。

（３）積極的な資格取得

本校では各学科の専門教育における特色ある資格取得に全生徒が取り組んでいます。

生物科学科：農業技術検定・初級バイオ検定

環境科学科：測量士補・２級土木施工技術者・２級造園施工技術者

食農科学科：食の検定・食品衛生責任者・家庭科技術検定

また、その他希望により数多くの資格が取得できます。

（４）活発な部活動

本校では１１の運動部（硬式野球、卓球男女、バドミントン男女、ハンドボール男、ソフト

テニス男女、バレーボール女、弓道男女、陸上競技男女、柔道男女、ソフトボール女、ボクシ

） （ 、 、 、 ） 、 、ング男女 と４つの文化部 鹿踊 吹奏楽 茶華道 芸術 があり 活発に活動を行っており

ほとんどの部が県大会で活躍しました。ボクシング部は東北、全国大会出場、陸上部は東北大

会出場、鹿踊部は高総文祭全国大会で最優秀賞に輝き、国立劇場でも演舞を行いました。

（５）復興支援活動

農業高校である本校ができる復興支援活動として、市役所への門松贈呈など、被災地に元気

を届ける活動に取り組んでいます。

（６）積極的な学校公開

「 」 。 、 。学校へ行こう週間 おでんせ花農 を実施 この期間は誰でも来校し 学校見学ができます

この他にも、行事にあわせて実施しております。

５ 校長より一言
本校は宮澤賢治先生の教えが今でも脈々と受け継がれている学校です。その教えをもとに、

実験、実習を重ねながら各学科の専門性を深化させることと部活動や農業クラブ活動を充実さ

せることを学校経営の基本としております。



（平成30年度）６ 必要となる諸経費の概要

（１）平成30年度入学生諸納金

生物科学科 環境科学科 食農科学科

諸 納 金 80,000 85,500 97,500

教科書代 7,010 8,780 8,170

入 学 料 5,650 5,650 5,650

合計金額 92,660 99,930 111,320

（２）諸会費

（４月～１月：１０回 ※年額 54,200円）諸会費 月 額 5,420円

諸会費内訳 】【

生徒会費 1,220円 ＰＴＡ会費 800円

学校農業クラブ費 550円 教育振興費 1,400円

図書・視聴覚費 90円 部活動援助費 1,000円

同窓会費 360円

月額合計 5,420円

（３）制服購入費

男子 67,730円 女子 68,460円

（指定ニットベスト 6,990円 指定ニットセーター 7,930円 男女共）

※着用する場合は学校指定のニットベスト、ニットセーターとなります

７ 公立高等学校就学支援金制度に関する県教育委員会からのお知らせ
（１）平成26年度から県立高校の授業料に高等学校等就学支援金制度が導入されました。

（２）この制度により、一定の所得未満の家庭の高校生は授業料の納付が不要となりました。

（３）一定の所得未満とは、保護者の県民税・市町村民税所得割の合算額が50万7000円未満で

す。

（４）手続き等については、入学手続き関係書類の送付と併せてお知らせする予定ですが、制

度について詳しくお知りになりたい方は、下記の文部科学省ホームページ「高等学校等就

学支援金制度（新制度）について」をご覧下さい。

http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/mushouka/index.htm

【参考】県立高校授業料・通信制受講料

全日制（月額）9,900円 定時制（月額）2,700円 通信制（１単位）190円


